
 

令和 2 年度 学内研究助成金 研究報告書 
 

 

 

研 究 種 目 

□奨励研 究助成金 □研究成果刊行助成金 

 
■21 世紀研究開発奨励金 

 （共同研究助成金） 

□21 世紀教育開発奨励金 

 （教育推進研究助成金） 

研 究 課 題 名 
マルチモダリティ・マルチプロープ・多施設研究に基づく人工知能を用いた認知症鑑

別診断法の構築 

研究者所属・氏名 

研究代表者： 生物理工学部 生命情報工学科 木村 裕一 

共同研究者： 医学部 放射線医学 講座 放射線診断学部門 石井 一成; 総合

社会学部 佐藤 望; 総合社会学部 塩﨑 麻里子; 生物理工学部 医用工学科 

根本 充貴 

 

1. 研究目的･内容 

本研究では、認知症疾患群を鑑別するための自動診断アルゴリズムの開発、並びに、治療に対する意思決定に

関わる患者家族の精神的な負担の低減策を検討することを目的とする。 

2. 研究経過及び成果 

認知症の患者は、発展途上国を含む医療体制の改善による平均寿命の延長に伴って世界的に増加している。

又、認知症の 60%を占めるアルツハイマー病については、疾患修飾薬である aducanumab が米国において条

件付きながら承認される流れにあり、日本でも臨床に供することになろう。この状況の下、脳変性疾患の読影診断

では権威である石井と、生物理工学部で医用画像情報処理を専門とする木村、根本が共同して、FDG を投与し

た下で PET 撮像から得られる糖代謝画像、PiB を投与で得られるアミロイド画像、タウタンパク質 PET プローブ

の投与によるタウタンパク質の集積状況、MRI の撮影から得られる形態画像を組み合わせる、マルチモダリティ

ー・マルチプローブでの画像診断アルゴリズムを開発した。又、認知症の疾患進行は緩徐であることから、患者家

族の介護に掛かる負担についても検討すべきであると考え、患者家族におけるケアについて研究を進めている総

合社会学部の塩﨑及び佐藤も本研究に参加した。 

PET を用いたアミロイド画像(以下、アミロイド PET と称する)は、アルツハイマー病の病因物質の一つである

といわれている Aβの集積量を定量的に画像化することが出来る。このためには、生理学的に Aβが集積しない

小脳灰白質での放射能濃度で脳内各所の放射能濃度を正規化する必要がある。さて、アミロイド PET 画像での

高集積部位の存在はアルツハイマー病の診断基準の一つである。aducanumab によるアルツハイマー病の治療

では、認知症状が出現する以前の早期での診断が求められることから、加齢と共に次第に Aβの集積が進む状

況を経時的に把握する必要がある。このためには例えば年に 1 回のアミロイド PET の撮像の実施を通して、Aβ

の集積の発生を診断することになろう。しかし、小脳灰白質は複数のスライスに跨がる狭隘な構造であることから、

読影医による用手的な領域の設定では再現性に問題が発生する懸念がある。そこで、小脳灰白質を自動的に同

定するアルゴリズムを AI に由って実現し、臨床画像を用いた性能評価を通してその可用性を示した。 

又、AIアルゴリズムの学習のためには数百から数千例の臨床画像が必要となる。しかし、アルツハイマー病と並

んで認知症多群鑑別の対象となるレビー小体型認知症や前頭側頭型変性疾患は発症率が 10%程度と低いため

に、この規模の症例を集めることは困難であり、これが認知症診断へのAIアルゴリズム適用の問題となっている。

そこで、画像データの合成で使用される AI アルゴリズムである CycleGAN を用いることで、ある程度の規模で

収集可能な健常症例の画像から、認知症症例での臨床画像に類似した画像の合成が可能であることを示した。 



認知症患者では認知機能によって意思決定能力が低下するため、患者の人生の締めくくりを左右する重要な

意思決定を、患者の家族は患者の代理で行うことに迫られる。一般に認知症の介護は長期にわたることから、そ

の中で何度も代理意思決定を行うこととなり、患者家族の心理的負担を生み出し、それが後に後悔となった場合

に、抑うつをはじめとした心理的不適応に陥る危険性が高まることが指摘されている。 

そこで、塩﨑・佐藤は、患者家族の代理意思決定において、後悔が生じるメカニズムを明らかにするために、心

理学的なインタビュー調査を実施した。インタビューを通して事例を収集し、患者家族が経験した後悔を分類し、

後悔が生じ易い家族状況の特徴や認知的特徴を示すことが出来たことから、後悔に関わるこれまでの研究知見

を踏まえて、後悔し難い代理意思決定の仕方について提案した。 

また、人生の苦難に直面した際の「打たれ強さであるレジリエンス」に着目し、認知症となった家族が老い衰えて

いく様に直面することで家族に惹起される負の感情に対する対処方略とレジリエンスの関連性を検討した。ミック

スメソッドによる調査を実施し、具体的な対処方略を提示し、かつレジリエンスの高さと関連のある対処方略を同

定し、抗うことのできない老いや死に対する対処方略の在り方について提言した。 

3. 本研究と関連した今後の研究計画 

2021.6.8 に aducanumab が米国・FDA で条件付きではあるが使用を認められたことから、早晩日本でも

臨床使用が論じられるようになろう。問題は、抗体製剤であることから、費用が数百万円程度と高額になる点であ

る。従って、認知症患者のうち、アルツハイマー病に罹患している患者だけを、認知症状が出る前の早期に正確に

診断する必要がある。又、認知症の患者数は多いことから、診断の効率化を図る必要があろう。本研究で検討し

た、アルツハイマー病の診断、特に再現性改善のためのアルゴリズム及び AI を用いたマルチモーダルな認知症疾

患群に対する多群鑑別アルゴリズムの開発研究は、治療が可能となりつつある認知症・アルツハイマー病の治療

の実現に資するべく、実際の臨床データを多施設から出来るだけ多数集めて実用化を目指した検討を進めること

が今後の課題である。 

又、認知症は老化に伴って発症する疾患であり、従って完全な治癒は望めない。加えて罹患の可能性は誰にで

もある普遍的な疾患でもある。従って、患者家族に対して、認知症に罹った伴侶・家族にどのように接していけば

良いのか、又、治療方針や生活設計に対してどのような姿勢で臨むべきなのか、根拠を伴った指針を提案してい

くことは是非必要であり、今後更に事例を重ねることで、老いや死に対する対処方針の確度の改善を図る必要が

ある。 
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